
　今月は健康づくりのことを掲載しました。宮も手軽な運動として自転車を始め、休日にサイ
クリングを楽しんだりしています。自転車で通勤していると、小学校の見守り活動をされてい

る人と出会い、あいさつや会話を交わします。子どもたちと学校まで歩いたり、決まった場所で見送っていただい
たりすることは、子どもたちの見守りであるとともに、自分たちの健康づくりの一つかなと思います。学校が夏休
みに入り、見守り活動の皆さんもお休みに入りました。暑い夏をゆっくり休んでいただいて、また２学期から元気
に子どもたちの見守りをお願いします。	 宮

　
片
岡
醇
徳
は
、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）

山
崎
城
下
の
山
田
町
米
屋
六
兵
衛
の
子
と
し
て

生
ま
れ
た
。
六
兵
衛
は
、
池
田
輝て

る
ず
み澄
が
山
崎
に

入
封
し
、「
宍
粟
藩
」
が
成
立
し
て
二
年
後
の

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）、
町
方
に
置
か
れ
た

「
町
年
寄
」
の
三
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
。

　
の
ち
に
二
人
追
加
さ
れ
、
五
人
の
町
年
寄

で
城
下
町
十
か
町
の
行
政
を
担
っ
た
。そ
の
後
、

職
名
は
「
大
年
寄
」
と
改
め
ら
れ
た
。
大
年

寄
役
を
勤
め
た
の
は
、
古
く
か
ら
の
有
力
商
人

の
家
に
一
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
醇
徳
は
、
池
田
輝
澄
の
治
世
に
生
ま
れ
、
城

下
町
が
発
展
し
て
い
く
過
程
を
見
な
が
ら
成
長

し
、
二
代
目
藩
主
の
松
井
康や

す
て
る映
五
万
石
時
代
、

次
の
藩
主
池
田
恒
元
・
政ま

さ
ち
か周
・
数
馬
と
続
く

池
田
三
万
石
時
代
、
そ
し
て
、
本
多
忠た

だ
ひ
で英
か

ら
始
ま
る
山
崎
本
多
一
万
石
時
代
を
生
き
抜

き
、
そ
の
間
、
父
か
ら
受
け
継
い
だ
大
年
寄
役

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
領
主
の
変
遷
や
、
時
の
流

れ
を
つ
ぶ
さ
に
見
聞
し
な
が
ら
、
多
く
の
こ
と

を
感
じ
取
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
父
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
醇
徳
が
三
三
歳
の

と
き
で
あ
っ
た
。
父
の
墓
標
を
船
元
の
共
同
墓

地
に
建
て
た
と
こ
ろ
、
間
も
な
く
し
て
揖
保
川

に
大
洪
水
が
起
こ
り
、
多
く
の
墓
標
と
と
も
に

父
の
墓
標
も
押
し
流
さ
れ
た
。
自
責
の
念
に
か

ら
れ
た
醇
徳
は
病
に
な
り
、
そ
の
療
養
の
た
め

京
都
へ
旅
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

　
京
で
は
療
養
の
傍
ら
、
中
村
惕て

き
さ
い斎
に
師
事

し
、
朱
子
学
ば
か
り
で
な
く
天
文
・
地
理
・

日
常
実
践
道
徳
な
ど
を
学
び
、
そ
の
学
説
に

傾
倒
し
、熱
烈
な
実
行
者
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

病
も
癒
え
て
山
崎
に
帰
っ
て
き
た
。

　
こ
の
時
、
母
は
既
に
古
稀
を
超
え
て
い
た
。

父
の
墓
で
苦
い
経
験
を
し
、
惕
斎
の
も
と
で

孝
養
を
学
ん
だ
醇
徳
は
、
母
の
安
住
の
地
を

求
め
歩
き
、
や
っ
と
の
思
い
で
、
揖
保
川
の

清
流
を
望
む
五
十
波
の
高
台
を
選
定
し
た
。

そ
の
後
、
時
を
経
ず
し
て
亡
く
な
っ
た
母
を

こ
の
地
に
葬
っ
た
。
惕
斎
は
こ
の
話
を
聞
い

て
母
の
墓
地
に
「
永え

い
こ
う
り
ん

孝
林
」
の
名
を
与
え
た
。

当
時
の
五
十
波
村
は
三
日
月
藩
領
で
あ
り
、

醇
徳
の
孝
心
を
聞
い
た
藩
主
森
対
馬
守
は
、

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
こ
の
墓
地
を
免
租

地
と
し
た
。

　
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
七
十
二
歳
に

な
っ
た
醇
徳
は
、『
宍
粟
郡
守し

ゅ
れ
い
こ
う
た
い
き

令
交
代
記
』
を

著
し
た
。
そ
の
序
文
に
、

夫そ

れ
、
我
郷
に
、
い
に
し
へ
よ
り
守
令

交
代
綿
々
と
し
て
今
に
続
け
り
。
予
、

此こ
の
と
こ
ろ所
の
産
に
て
、
既
に
今
、
い
に
し
へ

に
稀
な
る
年
に
二
と
せ
を
過
ぎ
、
衰す

い
き
ゅ
う朽

の
身
に
到
る
ま
で
、
守
令
の
姓
名
、
交

代
の
事
蹟
を
知
ら
ざ
リ
し
は
、
い
と
ほ

い
な
く
思
ひ
ぬ
。
…
（
略
）
…

と
動
機
を
記
し
て
い
る
。

　
郷
土
史
研
究
書
と
し
て
は
、
早
い
時
期
の
も

の
で
、
著
者
の
教
養
に
恵
ま
れ
、
真
摯
な
努
力

と
熱
意
に
よ
っ
て
、
か
な
り
価
値
が
高
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
醇
徳
の
郷
土
愛
が
底
流
に
あ

り
、
自
身
は
町
の
大
年
寄
役
と
し
て
、
民
政
に

直
接
関
与
し
て
き
た
だ
け
に
、
領
主
の
変
遷
に

は
関
心
を
持
ち
、
後
世
に
事
実
を
伝
え
よ
う
と

す
る
責
任
感
の
よ
う
な
も
の
が
こ
の
編
集
を
駆

り
立
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
同
書
は
、
一
般
的
に
は
長
ら
く
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、
戦
時
下
の
昭
和
十
九
年
、

貴
重
な
文
献
の
消
滅
を
防
ぐ
た
め
、
郷
土
研

究
会
が
島
田
清
氏
に
依
頼
し
校
訂
版
を
刊
行

し
た
。
戦
時
下
の
物
資
不
足
の
時
で
あ
り
、

謄
写
版
刷
り
の
い
わ
ゆ
る
わ
ら
半
紙
本
と
し

て
作
成
さ
れ
た
が
、
そ
れ
も
時
を
経
て
散
逸

し
て
き
た
の
で
、
山
崎
郷
土
研
究
会
が
前
述

の
校
訂
本
を
さ
ら
に
校
訂
し
平
成
六
年
に
出

版
し
た
。

　
ま
た
、
醇
徳
は
『
宍
粟
郡
守
令
交
代
記
』

を
著
し
て
か
ら
十
年
後
の
宝
永
五
年

（
一
七
〇
八
）八
十
一
歳
に
な
っ
て『
宍
粟
郡
誌
』

を
著
し
た
。
こ
の
書
に
は
、郡
境
、郷
里
、城
跡
、

市
、
山
河
、
神
社
、
寺
院
、
土
産
、
地
勝
、

風
俗
、
人
物
の
項
が
挙
げ
ら
れ
、
各
項
で
当
時

の
様
子
が
詳
ら
か
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
醇
徳
の
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
が
序
文
の
中

か
ら
十
分
に
読
み
取
れ
、
後
世
に
記
録
を
残
そ

う
と
す
る
思
い
の
深
さ
が
感
じ
取
れ
る
。

　
醇
徳
は
、『
宍
粟
郡
誌
』
を
著
し
た
翌
年
、

八
二
年
の
生
涯
を
終
え
て
い
る
。『
宍
粟
郡
誌
』

は
近
年
ま
で
未
刊
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
き
た

が
、昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
な
っ
て
、

西
播
史
談
会
発
行
の
『
播
磨
』
第
三
十
九
号

で
特
集
と
し
て『
宍
粟
郡
誌
』が
掲
載
さ
れ
た
。

（
山
崎
郷
土
研
究
会　

大
谷
司
郎
）

編 集 後 記

郷
土
史
研
究
の
先
駆
者

片か

た

お

か岡
　
醇

じ
ゅ
ん
と
く徳

〜 

第
27
回 

〜

宍
粟  

歴
史 

再
発
見

山崎郷土研究会により再校訂された
『宍粟郡守令交代記』。図書館で貸
出可能です。

この広報紙は環境保護のため、植物油インキと古紙再生紙を使用しています。
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